
十勝圏域の各病床機能（急性期、回復期、慢性期）における 

課題等実態調査の実施について 

 

１ 調査目的 

 現行の地域医療構想では、将来の病床の必要量を踏まえ、各圏域において病床の機能分

化・連携が議論してきているが、外来や在宅医療等を含めた、当圏域の医療提供体制におけ

る課題・目標を整理し、2040 年を見据えた新たな地域医療構想の策定に向けた検討資料と

するため調査を行うもの。 

 

２ 調査対象 

 地域医療構想各専門部会（急性期、回復期、慢性期）の医療機関 

（※一般病床・療養病床を有する病院及び診療所（精神病床のみの医療機関を除く）） 

 

３ 調査方法 

 調査票（事務局作成）による。 

○ 調査項目（案） 

  a.各医療機関で提供している医療機能 

  b.入院患者の受入れに関する課題 

  c.入院患者の転院に関する課題      ※設問の詳細は事務局で検討 

  d.入院患者の退院に関する課題 

  e.在宅医療に関する課題     等  

 

４ 調査結果の取扱い 

 調査結果については、地域医療構想調整会議各専門部会（急性期、回復期、慢性期）及び

地域医療構想調整会議で報告・協議を行い、現行の地域医療構想の取りまとめや新たな地域

医療構想の検討資料とする。 

 

５ 調査のスケジュール（予定） 

 令和７年４月～５月：調査票の作成、各専門部会（急性期、回復期、慢性期）医療機関へ

依頼 

 令和７年６月～７月：調査票の集計 

 令和７年 12月   ：各専門部会（急性期、回復期、慢性期）及び地域医療構想調整会議

へ報告、協議 

 

資料４ 


